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はじめに

はじめに
本書について
本書は、オペレータがトレーニング中または機械操作中に参照するため
のマニュアルとして、作成されています。

注記：本書は、本装置を廃棄処分するまで手元に保管願います。

予備知識
操作はDCLの操作について研修を受けた専門担当者が行ってくださ
い。

表記規則
本書では、次の表記上の規則を使用します。

• 関連する章およびセクションに対する参照は、青色（画面上）と
下線で強調して示します。

例：タブの 表記規則を参照。

• ハードウェアの状態、スイッチの設定、システムメッセージは、
［］または「」で囲みます。

例：スイッチを「オフ」にします。

• メニューおよび機能、サブ機能は、「>」で区切って表示します。

例："ファイル > 開く"を選択してください。 

• 複数のキーを同時に押す場合には、それらのキーをプラス記号で
結び付けて表記します。

例："Alt"+"A"を押します。

�

�
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はじめに
重要な事項
本文内の重要な箇所の端には記号が付いています。記号の意味は次のと
おりです:

注記：特定のテーマについての一般的または補足的な重要情報が
含まれます。

前提条件：後続の手順を実行するために満たすべき前提条件で
す。

危険

「危険」という注意喚起語は、回避しないと死亡また
は重傷を招く危険性の高い危険を意味します。

警告

「警告」という注意喚起語は、中程度のリスクを伴う
危険を示し、回避しないと、死亡または重傷を負う可
能性があります。

配慮

「配慮」という注意喚起語は、リスクが低く、回避し
ないと軽傷または中程度の傷害を引き起こす可能性の
ある危険を示します。

注意

「注意」という注意喚起語は、物的損害の可能性を示
しています。警告に従わないと、裝置が損傷する可能
性があります。

�

�
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はじめに
安全性に関して
本装置の規格や仕様は、「テクニカルデータ」の章に示す安全性規格に
準拠しています。
本書では今後、Dual Cassette LoaderをDCLと記載します。

装置の名称

名称の種類 名称

販売名 Dual Cassette Loader

タイプ名称 PF.000.000B
DCL  –  ユーザーズガイド 9



はじめに
基準に準拠した使い方
DCLは、オフセット印刷版を自動的にロードするためのプレートロー
ド装置です。本書に記載されている目的以外に使用することはできませ
ん。
本装置の上に、物や液体の入った容器を置かないでください。
空気孔は開けておいてください。

一般的な注意事項
DCLは、認定されたサービス担当者によって独占的にセットアップさ
れます。設置時には周囲の環境に注意してください。
プリントショップの運営者にとって、作業エリア（DCLが配置されて
いる場所）の呼吸空気の汚染に関する制限値を遵守することが重要で
す。空気交換は、測定されたダストの割合が定期的に制限値を下回るよ
うに設定する必要があります。 先端技術によれば、これは、1時間あ
たり8〜10回の空気交換で達成されます。これが設置場所に当てはま
らない場合、オペレーターは追加の抽出装置を設置する必要がありま
す。

注意

装着したカセットの上に座らないでください！
10 11/2023



はじめに
サービス作業は基本的に、権限を有する専門担当者だけが実行できま
す。その際、関連の事故防止規定を遵守してください。
安全規定を遵守しないと、事故保険の権利を失う結果になります。

緊急停止機能を持つ電源スイッチ
Suprasetterの電源スイッチ（赤色のロータリースイッチ）によって、
DCLも無通電状態にできます。

警告

装置を不正に開くことによる生命への危険
取扱説明書に明記されていないハウジング部品の無断
開封や不適切な修理は、ユーザーに重大な危険をもた
らす可能性があります。

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
刷版は鋭利にすることができます。保護手袋を使わず
にに作業をすると、手を負傷することがあります。

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
以下の負荷を超過しないでください：女性の場合
15kg、男性の場合25kg。
DCL  –  ユーザーズガイド 11



はじめに
電源スイッチ（赤色のロータリースイッチ）は、SuprasetterとDCL
をすべての極で電源から切断します。危険が生じた場合は、この電源ス
イッチをSuprasetterとDCLの非常電源切断スイッチとして使用でき
ます。

非常停止スイッチ
非常停止スイッチを押すと、DCLとSuprasetterのすべての機械的動作
が停止します。非常停止スイッチは、緊急時に使用します。このスイッ
チは、DCLの両側にあります。

警告

感電による生命への危険
非常停止スイッチを作動させても、機械は無通電状態
になりません！電圧がかかっています。
12 11/2023



はじめに
サービスおよびメンテナンス
サービス作業はハイデルベルクが権限を与えた担当者によってのみ行わ
れることが許されます。 
その際、関連の事故防止規定を遵守してください。

安全回路
DCLには、安全のために安全回路が装備されています。サイドパネル
を開けるなどの操作をして安全ループが切れると、機械関係の動作がす
べて停止します。

警告

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
「サービスとメンテナンス」、「トラブルシューティン
グ」の各章で指定されている作業を行う場合を除き、
カバー等のハウジング関係の部品を取り外さないでく
ださい。カバー等を外す場合は、決められた作業手順
を守ってください。
感電による致死事故が発生することがあります。

危険

安全システムがバイパスされた場合の怪我危険
安全回路はいかなる状況でもブリッジしないでくださ
い。これを守らないと、可動部品による押しつぶし、
または感電による生命にかかわる怪我が発生する可能
性があります。
DCL  –  ユーザーズガイド 13



はじめに
HEIDELBERG online
弊社製品についてもっと知りたい、
ワークフローを改善したいとお考えのお客さまは、
ぜひ弊社ホームページをご覧ください。URL：
www.heidelberg.com 
14 11/2023
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はじめに

1 はじめに
DCLの装置および機能に関する説明

DCLは、Suprasetter用のプレートロード装置です。
DCLには2種類のバリエーションがあります：

• Dual Cassette Loader (DCL)

• 回転テーブル付きのDual Cassette Loader (DCL)

Suprasetter DCL -  ここでは回転テーブル付   

合紙ボックス ここではオンライン
自動プロセッサまた
はスタッカー

セパレータ

搬送テー
ブル

非常停止スイッチ
DCL  –  ユーザーズガイド  15



はじめに
カセット2個付きのDual Cassette Loader 
(DCL)
2個のカセットにそれぞれ、同じサイズのプレートと合紙を充填高さ
38 mmまで収容できます。
レコーダへのプレートのロードとイメージングは、自然光下で行いま
す。

カセット

ガイドレール内のアジャスター

プレート用の方向および配置ガイド
16 11/2023



はじめに
搬送テーブル
搬送テーブルは、DCLの上部カバーも兼ねています。装置全長に渡っ
て配備され、ステッピングモータで駆動される搬送用コードによって、
露光済みのプレートを、オンライン自動プロセッサまたはスタッカーに
送ります。
搬送テーブルの手前部分（セパレータの上部分）は、用紙またはプレ
ートを取り除くために開けることができます（タブの "プレートまたは
合紙を取り除く", ページ 38を参照）。

回転テーブル機能
回転テーブルは、特定のプレートサイズで使用します。回転オプション
付きのDCLでは、幅（スロースキャン）が850 mm以上のプレートを
90°回転させることができます。ただし、回転される幅（ファストスキ
ャン）は850 mmより小さくなければなりません。 

注記: 回転されたプレートは、搬送用コード上に中央合わせで、
オンライン自動プロセッサまたはスタッカーに送られます。

注記： 大サイズのプレート (1150 mm x 930 mm) は回転されま
せん。

注意

プレートが回転される搬送用コードまたは面から、下
にあるプレートパイル上に破片が落ちないようにして
ください。搬送用コードと装置表面を、湿らせた布で
定期的にクリーニングしてください。

�

�
�

�
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はじめに
セパレータ
セパレータは、プレートおよび合紙のパイルから交互にプレートまたは
合紙を取り、搬送します。プレートおよび合紙はその後、それぞれの次
のプロセスに送られます。
合紙は自動的に除去され、合紙ボックスに集められます。このボックス
には、サイズに応じて、 大400枚の合紙を収容できます。

警告

感電による生命への危険
湿式のクリーニングを行う前には必ず、Suprasetterを
電源から切り離してください。
屋内終端接続部の電源プラグを抜くか、メインスイッ
チをオフにします。
18 11/2023



据え付けに関する注意事項

2 据え付けに関する注意事項
本装置の設置
DCLの設置は、認定資格を持ったサービス担当者が行ってください。
設置時には周囲の環境に注意してください。

• 設置場所の床は、水平かつ堅牢である必要があります。

• 設置中は、壁やその他の物体から側壁までの距離が十分であるこ
とを確認して、十分な換気と迅速なサービスを確保してください。
（ 低間隔は据え付け説明の図を参照してください。）

• 本装置はエアコン機器の付近に設置しないでください。また湿気
や直射日光を避けてください。

注記： 初の設置作業は、弊社のサービス担当者が行います。装
置をパレットから取り外し、輸送保護も除去されます。

Suprasetterへの接続
DCLへの電源供給はSuprasetter経由で行います。
Suprasetterの電源スイッチによって、DCLの電源も切断されます。

�

�
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操作

3 操作
Linuxオペレーティングシステムでのオ
ン/オフ規則
Linuxオぺレーティングシステム搭載のSuprasetterを起動するために
は、オン状態のワークステーション（PC）が必ず必要です。
SuprasetterのソフトウェアはPC上にあり、起動時にSuprasetterに伝
送されます。そのため、SuprasetterはPCなしでは使用できません。
定められたオン/オフ時の順序は必ず順守する必要があります。このル
ールを守らないと、装置間のコミュニケーションで、予期しないエラー
や問題が生じるおそれがあります。このようなエラーや問題は、以下の
ルールに基づくSuprasetterの正しいオフ/再オン操作によってのみ解
決可能です。

ワークステーション（PC）の再起動
Suprasetterは、PCの再起動時にオフ状態でなければなりません。

オン操作の順序
1. ワークステーション（PC）をオンにしてPrinectアカウントにロ

グインし、「CtP User Interface」を起動します。 

2. CtP User Interfaceが完全に起動するまで待ちます。
3. Suprasetterの電源スイッチを「I」に切り替えます。
4. Suprasetterのオン/オフボタンを下まで完全に押してから、離し

ます。
これでSuprasetterとDCLに電源が入りました。
ただし、動作温度に達するまでに約15分（設置場所の温度によっては
それ以上）かかります。
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操作
プレートの挿入および除去以外は、ワークステーションで行います。

オフ操作の順序
注記：DCLの電源は、Suprasetterと一緒でなければ切ることが
できません。

装置の電源を切る方法は2通りあります：
• ワークステーションのユーザーインタフェースからシャットダウ

ンする。

• Suprasetterのオン/オフボタンでシャットダウンする。

ワークステーションのユーザーインターフェイ
スを使用して、シャットダウンする

注意

結露による装置の損傷を防ぐため、電源を切ってから
少なくとも12時間は、必要な周囲条件（技術データ
の章を参照）を守る必要があります。

注意

ここで説明するスイッチオフシーケンスに従うことが
重要です。Suprasetterを電源スイッチで直接シャット
ダウンすると、Suprasetter内部にダメージを与えるお
それがあります。

�

�
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操作
1. Suprasetterのユーザーインタフェースで［レコーダをシャットダ
ウン］ボタンをクリックします。

「確認」のウィンドウが表示されます。
2. 「確認」のウィンドウで、「はい」をクリックします。

SuprasetterとDCLがオフになります。
3. クリーニングやメンテナンス作業を行う場合は、Suprasetterの電

源スイッチを「0」に切り替えます。
4. ワークステーション（PC）をオフにします。

Suprasetterのオン/オフボタンでシャットダウ
ンする。

1. シグナルが鳴るまで、電源オン/オフスイッチを約 3 秒程押してく
ださい。

2. 次に、電源オン/オフスイッチを放します。
3. 電源オン/オフスイッチをもう一度押します。

SuprasetterとDCLがオフになります。

注記：手順3を実行する前に信号がもう一度鳴った場合は、スイ
ッチオフプロセスを 初から開始する必要があります。

4. クリーニングやメンテナンス作業を行う場合は、Suprasetterの電
源スイッチを「0」に切り替えます。

注意

ここで説明するスイッチオフシーケンスに従うことが
重要です。Suprasetterを電源スイッチで直接シャット
ダウンすると、Suprasetter内部にダメージを与えるお
それがあります。

�
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操作
5. ワークステーション（PC）をオフにします。

注記：Suprasetterなしでワークステーション（PC）が必要な場
合（Job Transferなど）、Suprasetterを再起動する前にPCを再
起動することをお勧めします。Suprasetterは、ワークステーシ
ョン（PCの）再起動時にオフ状態でなければなりません。

注記：Suprasetterの自動タイマーモードでは、ワークステーシ
ョン（PC）をオンにしておく必要があります。 
自動スイッチオンによってSuprasetterのスイッチをオンにする
場合、たとえばシフトの開始前に、メインスイッチを位置Iに設
定する必要があります。

Suprasetterのオン/オフボタンですばやくスイ
ッチを切る
レコーダがエラー修正中の状態では（数分ほどかかります）、電源オフ
シーケンスを入力してクイックシャットダウンすることはできません。
ただし、電源オフシーケンスを再度入力すれば、強制的にクイックシャ
ットダウンできます。
1. シグナルが鳴るまで、電源オン/オフスイッチを約 3 秒程押してく

ださい。
2. 次に、電源オン/オフスイッチを放します。
3. 電源オン/オフスイッチをもう一度押します。

電源オフ操作を繰り返します：
4. シグナルが鳴るまで、電源オン/オフスイッチを約 3 秒程押してく

ださい。
5. 次に、電源オン/オフスイッチを放します。
6. 電源オン/オフスイッチをもう一度押します。

Suprasetterがエラー修正を中断し、シャットダウンします。

注記：ここでも、作業手順3または6を実行する前に信号がもう
一度鳴った場合は、スイッチオフプロセスを繰り返す必要があり
ます。

�

�
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操作
感材の取り扱い
プレートを取り扱う際は以下のことに注意してください：

• プレートの乳剤面に手で触れないでください。指紋がプレートに
残り、印刷品質を低下させるおそれがあります

• プレートは非常に傷つきやすい性質です。そのため、プレートを
重ねる場合は必ず、擦り合わないように合紙を使用してください。

• 明らかに損傷した刷版をDCLにロードしないでください。これに
より、DCLが誤動作する可能性があります。

材料の保管
露光前、露光後、現像後の刷版の保管には、さまざまな要件が適用され
ます。これについては、それぞれの刷版メーカーに問い合わせることが
できます。

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
刷版は鋭利にすることができます。保護手袋を着用し
てください。ケガを回避してください。
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操作
カセットにプレートをロードする
1. ユーザーインタフェースで［装置］ボタンをクリックします。

2. 縦方向メニューバーで［挿入］を選択します。

3. ［オートローダーからカセットをアンロード］ボタンをクリックし
ます。
内部プロセスが開始されます。

4. DCLのサイドパネル（操作用の蓋）を、手前に引いて開けます。
26 11/2023



操作
5. サイドパネルを注意して下げます。その際、サイドパネルの内側
のグリップをしっかり持ちます。
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操作
DCLの2つのカセット：

内側のグリップ
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操作
6. カセットをロードするために引き出すには、カセットを軽く後ろ
に押しながら、黄色のレバー（固定用ロック）を右方向に押して
緩めます。

7. そしてカセットを、音が聞こえて止まるまで完全に引き出します。
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操作
注記：カセットを完全に引き出さないと、ぐらぐら動き、位置が
安定しません。このような場合はカセットをいったん戻し、再
度、勢いをつけて止まるまで引き出してください。

8. 保護手袋を着用してください。
9. プレートをパッケージから取り出します。

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
刷版は鋭利にすることができます。保護手袋を着用し
てください。ケガを回避してください。

�

�
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操作
10. 印刷版の乳剤面を上にして、中央合わせでカセットに入れます。

注記：位置を揃えるため、カセット内にある方向および配置ガイ
ドを使用します。

カセットに入れることができるプレートの枚数は、プレートの厚さと、
プレートの間に挟む紙の厚さによって異なります。

注意

プレートが擦れ合わないように、必ず間に合紙を挟ん
でください。

�

�

プレート用の方向および配置ガイド

手前のストップ
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操作
アジャスターで充填高さを測定できます。スリットが 大高さを示しま
す。

11. プレートを中央合わせで配置したら、アジャスターをプレートに
寄せてください。

注記：アジャスターがプレートに直接触れないようにしてくださ
い。プレートとアジャスターの間は、2-3 mm空けてください。

12. プレートを中央合わせに配置し、アジャスターを正しく配置した
ら、アジャスターのレバーを下げて固定します。

大充填高さ：
38 mm

�
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アジャスターが開いた
状態

アジャスターが閉じた
状態
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操作
13. カセットをローダーに戻します。
まず解除レールを後ろに押し（1）、カセットを止まるまで完全に
押し戻します(2)。すると、黄色のレバーでカセットが再びロック
されます。

14. サイドパネル（操作用の蓋）を閉じます。
15. イメージングを開始します。

解除レール

1

2
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操作
プレートをDCLから取り出す/補充す
る/サイズ変更する
カセットが空になったり、他のサイズのプレートをロードする必要があ
る場合は、カセットを再びDCLから引き出します。
操作:
1. ユーザーインタフェースで［装置］ボタンをクリックします。

2. 縦方向メニューバーで［挿入］を選択します。
3. ［オートローダーからカセットをアンロード］ボタンをクリックし

ます。

カセットはアンロードするために解除されます。

合紙ボックスを空にする
合紙ボックスの収容枚数は、紙のサイズと厚さによって異なります。収
容枚数は 低でも、プレートの完全なロード1回分には相当します。
エラーを回避するために、合紙ボックスは定期的に空にしてください。
サイズを変更した場合または新たなロードプロセス後には、ボックスを
空にして、操作に遅れが生じないようにします。
合紙ボックスを適宜空にしないと、ユーザーインタフェースに、空にす
る作業を要求するメッセージが表示されます。音による信号が聞こえま
す。
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操作
合紙ボックスはいつでも引き出すことができます。この操作によってプ
レート処理が妨げられることはありません。引き出した時に紙が送り出
された場合は、紙が床に落ちます。
ボックス内の枚数が一定量（サイズや紙、その他の要素により異なる）
を超えると、紙の一部が摩擦によって搬送ドラムに引っ掛かり、後方に
落ちます。  これはエラーではなく、合紙ボックスの 大収容枚数が引
き上げられます。
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1. 合紙ボックスを、止まるまで装置から引き出します。

2. ボックスから合紙を取り除き、廃棄します。
3. ボックスを止まるまで装置内に押し戻します。

注意

合紙ボックスのパイプフレームに寄りかからないでく
ださい。フレームが曲がります。
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トラブルシューティング
DCLでエラーが発生するとブザーが鳴り、ユーザーインタフェース
（GUI）にエラーメッセージが表示されます。
1. ［エラーメッセージ］ボタンをクリックします。

以下のヘルプ情報が表示されます：

• ｴﾗｰ番号

• エラーの説明

• エラーの解決策

2. 指示によりエラーを解除
3. ［エラーを修正］ボタンをクリックします。すると、DCLが初期

の状態に戻り、エラーにより中断されていた機能を再開できます。

プレートまたは合紙を取り除く
プレートまたは合い紙を取り除くようにメッセージが表示されたら、以
下の手順に従います：
搬送テーブルの手前部分（セパレータの上部分）は開くことができま
す。
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1. グリップをつかんで引き上げ、搬送テーブルを開きます。 

注記：要求なしで開くと非常停止します。 �

�
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2. 保護手袋を着用してください。
3. エラーの原因となっているプレートまたは合い紙を注意して取り

除きます。

4. 搬送テーブルを閉じます。
5. ［エラーを修正］ボタンをクリックします。すると、DCLが初期

の状態に戻り、エラーにより中断されていた機能を再開できます。

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
刷版は鋭利にすることができます。保護手袋を着用し
てください。ケガを回避してください。

注意

プレートで機械部品を破損しないよう注意してくださ
い！（吸引装置、ケーブル、ホースなど）。
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サービスとメンテナンス

4 サービスとメンテナンス
一般情報
この章では、ユーザーが実施すべきメンテナンス作業について説明しま
す。また、DCLのハウジング内には、ユーザーによるメンテナンスが
必要な部品はありません。

原則として、保守作業は認定された専門家のみが行うことができます。
その際、関連の事故防止規定を遵守してください。
安全規定に違反すると、事故保険の対象外となることがあります。

 装置の清掃

DCLの表面は、乾いた布で拭くことができます。 
汚れがひどい場合は、洗剤に浸してかたく絞った布で拭いてください。

警告

装置を不正に開くことによる生命への危険
装置を誤って開いたり、不適切な修理をすると、オペ
レータに危険を及ぼすことにもなります。

警告

感電による生命への危険
湿式のクリーニングを行う前には必ず、Suprasetterを
電源から切り離してください。
屋内終端接続部の電源プラグを抜くか、メインスイッ
チをオフにします。
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サービスとメンテナンス
DCLの内部に液体が入らないよう、またDCL背面の接続部を濡らさな
いよう気をつけてください。
研磨剤入りの洗剤または洗剤溶液を使用しないでください。

カセットのクリーニング
カセットの表面は、乾いた布で拭くことができます。
汚れがひどい場合は、洗剤に浸してかたく絞った布で拭いてください。
カセット内部に水分が侵入しないよう注意してください。
研磨剤入りの洗剤または洗剤溶液を使用しないでください。
汚れがひどい場合は、カセット内部とカセットそのものを掃除機で吸
い、完全にきれいにしてください。

注意

再び使用する前には、湿ったプレート搬送面を完全に乾
燥させてください。そうしないと、エラーが生じる可能
性があります。
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5 テクニカルデータ
Dual Cassette Loader (DCL)

寸法

DCL 幅 1680 mm

奥行き： 1720 mm

高さ 1150 mm

カセットドロアーを引き出し
た状態 

幅 2825 mm

奥行き： 1720 mm

高さ 1150 mm

重量

空の状態 - 仕様による 約335 kg - 460 kg

フルにロードした状態 - 仕様に
よる 

約445 kg - 680 kg

床の積載荷重
（滑らかな床の上に装置を設置
する場合は、滑り防止のため
に、装置の脚を床にネジで固
定することを推奨します）

3.5 kN/m2

点状では 
大90 N/cm2

本体電源 - 
Suprasetterから電源供給

~ 200 V - 240 V AC

電源周波数 50/60 Hz
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テクニカルデータ
消費電流および消費電力 大1 A、 大250 W
典型値：約0.5 A、約
120 W

（Suprasetter
なし）

Suprasetterからの圧縮空気供
給
乾燥、オイルフリー、フィル
タ済の圧縮空気（ISO 8573-1
に基づく品質クラス5.4.2）

低6 bar、 大8 bar

350 l/min
ホース接続 DN10

（Suprasetter
なし-DCLの
み/
Suprasetter
経由）

環境条件
（運転）

温度 +17 ℃ ～ 
+30 ℃

空気圧 700 mbar～
1060 mbar

相対湿度 40 % ~ 70 %
結露なきこと

環境条件
（輸送）

温度 -20 ℃ ～ 
+50 ℃

空気圧 250 mbar～
1060 mbar

相対湿度 10 % ~ 85 %
結露なきこと

発生音量 < 67 dB (A) 作業場関連の値
< 70 dB (A) Lexium 32の場合

プレートサイズ

B x H（ 小） 323 mm x 
370 mm

B x H（ 大） 1150 mm x 
930 mm

プレート厚さ 0.15 mm から 0.35 mm
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プレートのストック

充填高さ カセットでの 大充填
高さ
（アジャスターの目印に
よって表示）

38 mm

プレート数 大プレート数、用紙
厚さによる

厚さ0.30 mm
の場合およそ
110
厚さ0.15 mm
の場合およそ
190

収容量 
（合紙ボックス）

プレートサイズと紙の厚さによる
低でもプレートを完全にロードした

場合の量に相当
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テクニカルデータ
DCLの保護および安全規格

規格および標準
本装置は、以下に記載するガイドラインおよび規格の安全規定に準拠し
ています。

一般

機械に関する安全性

ProdSG「製品安全法」（2011） （ドイツ）
2006/42/EC 機械指令 （ヨーロッパ）
2014/35/EU 低電圧指令 （ヨーロッパ）
2014/30/EU EMC指令 （ヨーロッパ）
EMVG 「電磁環境適合性法」 （ドイツ）

EN ISO 12100 （ヨーロッパ）
EN 1010-1/2 （ヨーロッパ）
IEC 68-2-6 （国際）
IEC 68-2-27 （国際）
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テクニカルデータ
電気に関する安全性

ノイズ放射（妨害電波と妨害電圧）

妨害耐性

EN ISO 13849-1 （国際）
EN 60204-1 （ヨーロッパ）
IEC 60204-1 （国際）
EN 60950-1 （ヨーロッパ）
IEC 60950-1 （国際）
UL 60950-1 （アメリカ合衆

国）
CSA C22.2 No.60950-1 （カナダ）

EN 61000-6-4:2007+A1:2011 （ヨーロッパ）
EN 61000-3-2:2014 （ヨーロッパ）
EN 61000-3-3:2013 （ヨーロッパ）
EN 61000-3-11:2000 （ヨーロッパ）
FCC CFR 47, Part 15, Subpart B, Class A （アメリカ合衆

国）
ICES-003, Class A （カナダ）
CISPR 22:2009+A1:2010 （オーストラリア/

ニュージーラン
ド）

EN 61000-6-2:2005 （ヨーロッパ）
IEC 61000-6-2:2005 （国際）
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テクニカルデータ
無線妨害抑制
ヨーロッパ電磁場適合性指令(EMC) 2014/30/EU を遵守するために、本
体の全てのカバーとドアーは正しく備え付けてから、オペレーションを
開始してください。
無線妨害対策規定に基づき、正確な設置およびメンテナンスに関する本
装置の製造元の指示は、他の電気装置の接続時にも遵守してください。
接続する装置が欧州連合の基準適合マーク(CE)を持ち、設置、使用、
メンテナンスに関するすべての指示に準拠している限り、無線妨害対策
規定が遵守されているものとします。

FCC説明
本装置はテスト済みであり、クラスAデジタル機器の限度値に適合し
ています（FCC規則第15部を参照）。これらの限度値は、本装置を商
業的な環境で使用する場合に、有害な干渉からの保護を提供します。本
装置は高周波の振動を生成および利用し、これを放射する可能性があり
ます。メーカーの指示に従わずに設置および操作された場合、無線およ
びテレビ受信に対して干渉を引き起こす可能性があります。本装置を住
宅環境内で使用すると、有害な干渉を引き起こす可能性があります。こ
のような干渉の除去はユーザーが行うものとします。
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テクニカルデータ
ラベルの概要

銘版

銘版はDCLの内部左側と背面にあります（"DCLのラベルの位置", ペ
ージ 54を参照）。

FCCラベル

FCCラベルは、DCLの背面にある銘版の上にあります（"DCLのラベル
の位置", ページ 54を参照）。
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テクニカルデータ
挟み込み注意

「挟み込み注意」ラベルは、DCL内部の左側と右側にあります（"DCL
のラベルの位置", ページ 54を参照）。

放電、高電圧に注意

電圧による危険に対する警告ラベルは、 DCL内部の左側と右側にあり
ます（"DCLのラベルの位置", ページ 54を参照）。
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テクニカルデータ
100マス

100マスはDCL内の左側にあります（"DCLのラベルの位置", ページ 
54を参照）。

傾き注意

傾き注意ラベルは、DCL 内部のカセット上にあります（"DCLのラベル
の位置", ページ 54を参照）。
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テクニカルデータ
DCLのラベルの位置

1 銘板

2 100マス

3 放電、高電圧に注意

4 挟み込み注意
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テクニカルデータ
DCLの廃棄処分に関する注意事項
装置を廃棄する場合は、それぞれの地域の規定に従ってください。
装置は有毒物質を含んでいます。 
本装置の廃棄処分は、認可を受けた処理業者に依頼してください。
所在地は、所轄の環境官公庁、またはキールにあるHEIDELBERGの拠
点の環境応嘱者（Tel. 01049 431 386 0）にお問い合わせください。
廃棄については、可能な限り詳しく説明しています。装置を廃棄する場
合、廃棄時に適用される規制と法規定を遵守する義務があります。

1 銘版、その上にFCCラベル
銘版およびFCCラベルの左横に、場合によっては、各装置に付与
されている認証マーク（CE、EAC、UK CA等）があります。

2 挟み込み注意

3 傾き注意
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テクニカルデータ
DCLの廃棄処分
加えられた変更や各モデル共通の表示により、図はお手持ちの製品と異
なる場合があります。

回転テーブルオプション付の図

1680 mm x 1720 mm x 1150 mm、 
約335 kg - 460 kg、モデルにより異なる
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テクニカルデータ
有害物質
以下の表は、有害な物質を含む部品を示します。これらの部品は廃棄す
るか、個別にリサイクルする必要があります。各部品は以下に示す図で
確認できます。

ポリ塩化ビニールは、ケーブルカバーに使用されています。 
電子部品には難燃剤が含まれています。電子基板はRoHSの基準に準拠
しています。 新テクノロジによって、適切に装備された工場では熱リ
サイクルが可能です。

位置 名称 含まれる有害物質 図番号

1 電子基板 四臭化ビスフェノールAなど 1

2 DCモーターの電子
基板

四臭化ビスフェノールAなど 1

3 電源供給モジュール 四臭化ビスフェノールAなど 1

4 ケーブル類 場合によってポリ塩化ビニル 1

5 ガススプリング 場合によって油圧オイル 2

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
ガススプリングには高い圧力がかかっています。ガス
スプリングは主に金属でできており、材料としてリサ
イクルが可能です。ただしガススプリングは事前に減
圧する必要があります。 
メーカーの廃棄規定に注意してください！
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2（オプション）

3 1 4 2

図1
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テクニカルデータ
5

図2
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テクニカルデータ
リサイクル材料

位置 名称 材質 およその重
量（Kg）

図番号

1 搬送テーブルのカバー
パネル

主にアルミ板
ENAW-AlMg3、コ
ーティング

23 3

2 搬送ドラム スチールピンを貼
り付けたアルミパ
イプ ENAW-
AlMgSiT6

3.8 3

3 合紙ボックスのパイプ
フレーム

スチールパイプ 
EN10305-E355

3.2 3

4 カバープレート 主にアルミ板
ENAW-AlMg3、コ
ーティング

31 4

5 ボトムプレート 亜鉛メッキした鋼
板

22 4

6 ベースフレーム 主にスチールパイ
プ、コーティン
グ、EN10305-5-
E235

76 4

7 カセット2個 亜鉛メッキした鋼
板、コーティング

60 5

8 スイベルバスケット 主に亜鉛メッキし
た鋼板

28 5/6
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テクニカルデータ
9 スイベルバスケット アルミ板
ENAW-AlMg3、位
置8にリベットで
留めて接着

10.5 6

各種部品：
取り付け部品
モーター
空気圧シリンダ
ケーブル
ゴム付アルミニウムロ
ーラー

スチール、アルミ
ニウム、プラスチ
ック、銅

135 - 205、
装置のオプ
ションによ
り異なる

6

位置 名称 材質 およその重
量（Kg）

図番号
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図3
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図4

4
6

5

5

4
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図5

9 7

7

9

図6

9

10

9
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テクニカルデータ
位置 作業ステップ 備考 図番号

1 合紙ボックスをかける、
取り外す

下部の2個のロックプレー
トを外してから引き出し、
下方に回転させます。

7

2 パネルカバーを取り外す マグネットロックまたはネ
ジ（六角穴付）で固定され
ています

7

3 ケーブルとホース取外し 7

4 搬送テーブルを取り外し
て分解（オプションでリ
フト回転ユニット付）

下からネジで締められてい
る
回転ユニットの電子基板は、
電子廃棄物として正しく処
分してください。

7

5 電子部品取外し 電子廃棄物として正しく処
分

8

6 セパレータの取り外しと
分解

上からネジ固定されたDCモ
ーターの電子基板は、電子
廃棄物として正しく処分し
てください。

8

7 カセット取外し（2個） 上からネジで締められてい
る

8

8 スイベルバスケットを取
り外す（オプション）

ネジ固定、後ろはスイベル
に、前は空気圧シリンダ上
に

9

9 空気圧シリンダを取り外
す（オプション）

後ろからネジで締められて
いる

10

10 ボトムプレートの取外し ネジ止めされている 10
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図7
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図8

7

5

6

図9

8

DCL  –  ユーザーズガイド 67



テクニカルデータ
図10

9

10 9

10
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